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【緒言】 

酸化タングステン（WO3）ナノワイヤはその

特徴的な構造や高い化学的安定性・多彩な電子

物性により、基礎科学研究のみならず光触媒1)、

エレクトロクロミック2)、分子認識センサ3)な

ど応用研究においても注目を集めている。金属

酸化物ナノワイヤの構造特性はその機能物性

に大きく影響する4)ことから、その構造設計が

ナノワイヤの機能物性を最大限引き出すため

のカギとなる。本研究では、成長メカニズムに

立脚して水熱合成 WO3ナノワイヤの精密構造

設計を行い、分子センシングにより構造設計効

果の実証に成功したので報告する。 

【実験】 

H2O2（30 %）中で金属 W を溶解させた後、

純水で濃度調整を行い、シュウ酸 C2H2O4を添

加した。その後 NaOH により pH 調整を行い、
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Na2SO4 を添加することでナノワイヤ成長溶液

を調製した。この溶液を耐圧容器に移し、

200 ℃ の電気炉内でナノワイヤを合成した。

得られた WO3 ナノワイヤを FESEM、TEM、

XRD により評価した。次いで、電子線リソグ

ラフィにより単一ナノワイヤ素子を構築し、

200 ℃大気中で肺がんマーカーノナナールに

対する分子センシング特性を評価した。 

【結果】 

溶液内 W 濃度を変化させた結果、極めて限

定された W 濃度条件範囲内においてのみ結晶

面選択的な結晶成長が生じることを見出した

（Fig. 1）。核形成理論に基づく種々の検討によ

り、上記結果は WO3ナノワイヤの各結晶面に

おける界面エネルギーの差異、及び溶液内均一

核形成と固体表面上不均一核形成との競合に

起因することが明らかとなった。構造設計され

た WO3ナノワイヤによりノナナールに対する

分子センシング特性を評価した結果、良好なセ

ンサ応答が観測されると共に（Fig. 2）、構造設

計の効果として既出の研究結果を凌ぐ検出下

限値 27 ppbの実証に成功した。 

Fig.1 WO3 nanowire growth mechanism 

Fig.2 Single nanowire device & nonanal sensing result 
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